簡単ガイ 


品番己 GW 22717 



♦ ごほ用の前に、下記の手順ですベてのモ器を規おに登録するが要 
びあ D ます。 

登録方ミ去 


# V 4 _ 事前確認 

[wl 視器とモ器の違いをお認する。 

本体表面に電波確認ボタンびあるほラび親器です。 

また、本体裏面では親器と子器でボタンの名称び異なります。 


品番 BGW 22717 


を器 I 品番 BGW 22427 - BGW 22428 




電池の挿入 


本巧を取付べースか 6 取りはずして、規おとすベての 
モおに専用リチウム電池を入れる。 _ 


リード線:赤(十） 




電池 

コネクタ 



登録モードへの切替 


困 の r モード切替ボタン J を 1 回 } 甲す（約 0.5 秒巧） 

登録モードになります。 



モード切曾 
ボタン 

巧の細いもの—峡^モ-ド 
(つまよラじなど） 


ポン、 

登録モード 
でず 




作動な(ホ)点滅 


:•法; • r モード切替ボタン」を押すたびに、似下のよラにモードが切り替わります。 

••- ご動作モードー登録モードー消去モードつ 

•登録モードに切り替えてから手順04を行わない状態で1分切上経つと、親器が動作 
モードに戾つて登録できなくなります。その場合は、手順03からやり直してください。 


子器の登録 



子器 1 の r 登録送信ボタン J を r ピッ J 音が鳴るまで巧し 
続ける （ 4 秒な上）。 

複数台使用する場合は、手順04を繰り返してください。 

追加登録の場合は、追加するテ器のみ登録して < ださい。 

通 


登録送信、 
ボタン 



巧の細いもの-^き録 

(つまよラじなど） 


■ 親器とモ器は已 0 cm じ Lb 離して登録してくださし、。 


子器の登録が完 
了ずると、親器 
からメッセージ 
が鳴ります。 





m 


登録モードの終了 


FCT の r モード切替ボタン J を 2 回 } 甲す。 

登録モードび終了し、動作モー问こ戻ります。 



:•注’；♦この時点ですベてのモ器に電池を入れておくと、じ I 降の登録作業がスムーズに 
- ■ 行えます。 

♦専用 U チウム電池の透明フィルムははがさないでください。 


取付べースをはずしたまま次の手順に進んでくださし、。 




ジ 



••お•本操作を行わなくても、1分 iU 上放置すると自動的に動作モードに戻ります。 

巧ード切替ボタン」を1回押した際、タイミングによって r ポン、消去モードです。」 


と鳴る場合がありますが、続けてもう1回押してください。 



8A9 A 24 00003 M0110- 2061 0A 


た 



ジ 



動作確認 


視器と子器を並べて、院居 1 の r 警拖停止ボタン J を 
押す ( 約 1 秒巧）。 


テスト後、異常がなければ r ピッ、正常です。」と1分間鳴り続けます。いずれかの「警報 
停止ボタン」を押すと、><ッセージが止まります。 


ピツ、テスト中でず 
I 

ピッ、正常でず 




警報停止ボタン 


親器と子器は 5 C ) cmJ ； Lb 離してくださし、。 


r ピッ、正甫です 。 J W がのメッセージび鳴った場合は、家電商品や OA 機器などノイズの原因 
となる機器か5遠ざけて再度確認してください。それでち解消しない場合は、親器で登録を 
全消ちしたを、使用ずるテ器のみ再登録してください樓面惜録を消ちずるには J 参照）。 


た 




_ 電波確認 _ 

規器とモおをそれぞれ設置する場巧の真下（巧）に置を， 


国 の r 電液確認ボタン J を } 甲す。 


電波確認ボタン 



※電波確認ボタンは 
親器のみでず。 


( 電波確認中） 

1 親器から「ピッ、テスト中でず。」と 
数回鳴り、作動な(ホ)び点滅します。 


( 電波び届かない場合） 


( 正常に受信でをた場合 j 

親器とすべての子器から r ピッ、電波チェッ 
ク正常です。」と鳴ります。 



くま；親器がすべての感知器の中央になるよラ配置すると電波が届をやすくなります。 




取り付け 


規器とモ器を取 0 付ける。 

詳し < は、施工説明書の手順1〇しソ降を参照して < ださい。 


♦ 登録したモおび不要になつた場さは、規おで登録をを消去したを、使用 
するモおのみ再登録してください（裏面 r 登録を消まするには J 参照）。 

定期的に親器とモ器間で電波確認を行っているため、モ器の電池を巧くなどの処置をすると 
電波異常警報が発生します。 
























































































































































































































































































































電液異常警報メッセージび鳴るとまは 


登録を消去するには 


巧処方ミ去 

た 


親器 


子器 


警浦 停止ボタンを押す。 

警報び停止します。下図にしたびって対処してください。 
原因び解消されないと、約1己時間後に再び電波異常警報 
メッセージが鳴ります。 


墙 


四 
4 


な前は巧用していたび、現在、電池をはずし 
て巧つていないモ器はありますか？ 


いいを 




巧障などでモ器を交換しましたか？ 


いいを 




いいを 


家電商品や OA 機器の電液（ノイズ）の 露響 
をまけていますか？ 


いいを 






はし、 


を 


親器で登録を全消去した後、使用する子器のみ再登録してください。 

使用していないモ器の登録は消去する必要びあります。 


はし、 


1 


親器で登録を全消去した後、使用する子器のみ再登録してください。 

テ器を交換する前に登録を消去する必要びあります。 


はし、 



1 


親器は必ず使用してください。親器び故障した場合はすみやかに交換し、 

使用する子器を再登録してください。 

親器を使用していないと、すべての子器から r ピッピッ、電波び受信できません。」と鳴ります。 


はし、 


を 


使用環境を確認して影響している機器を移動させてください C 

周辺ノイズを受けて、電波び受信でさません。 



pL 

ql 規器とモ器び離れすぎていませんか？ 



親器と子器を近づけてください。 





^電波到達距離は障書物のない場巧での水平見通し距離で約] OOm です。 


いいを 


使用していない子器びある場合や、故障などで親器や子器を交換する 
場合は、下記の手順で必ず登録を全消去してください。消去した後は、 
使用する子器を再登録してください。 


なお、モ器を個別に消去することはできません。 


••お•登録を消去しないと、親器か5 r ピッピッ、電波が届きません。」と鳴ります。 
、、一’ •登録し直さないと、子器から r ピッピッ、電波が受信できません。」と鳴ります。 
•電池交換してら、登録内容は消えません。 


が 


消去モードへの切替 


EM の r モード切替ボタン J を2回}甲す。 

消まモードに切り替わります。 

，お^^律 



ポン、 

消去モード 
です 



作動灯(ホ)早く 
点滅 


•• 巧ード切替ボタン」を1回押した際、タイミングによって r ポン、登録モードです。」 
と鳴る場合がありますが、続けてもラ1回押してください。 

•消去モードに切り曾えてか！51日秒！; Lb 経つと、動作モードに戻って消去できなくな 
ります。その場合は、手順01からやり直してください。 



消去の実行 


の r 登録消去ボタン J を巧し続ける （4 砂な上）。 

■3 姐加 ■ 



ピーッ、 
消去しました 



作動打消打 



子器の再登録 


ほ用するモおのみ再登録する。 

表面の手順03^ソ降を行ってください。 


親器で登録を全消去した後、使用する子器のみ再登録してください< 


それでも解消されない場合 


I 


当社お客様ごホ目談窓口へお問い合わせください。 






























































































































































